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１
、
博
多
の
医
師
の
町

福
岡
藩
政
後
期
、
博
多
の
町
の
中
に
「
医
師
の
町
』
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
所
は
今
日
の
博
多
区
、
大
博
大
通
り
と
昭
和
大

通
り
が
交
叉
す
る
附
近
で
あ
る
。
戦
前
は
上
市
小
路
、
下
呉
服
町

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
。
そ
の
地
に
は
小
児
専
門
（
児
科
）
の

病
院
と
施
薬
園
を
聖
福
寺
境
内
に
つ
く
っ
た
津
田
元
顧
・
元
貫
父

子
。
津
田
家
の
南
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
高
弟
、
百
武
萬
里
（
ひ
や

く
た
け
ば
ん
り
）
。
続
い
て
藺
方
外
科
医
阪
巻
文
慶
、
阪
巻
道
慶
。

同
じ
く
岡
村
了
渓
。
華
岡
青
洲
の
門
人
で
後
に
席
田
（
む
し
ろ

だ
）
の
立
花
寺
（
り
っ
か
じ
）
で
塾
を
開
く
。
津
田
家
の
向
い
は

藺
方
産
科
医
の
藤
野
良
泰
が
萬
里
の
家
に
寄
宿
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト

の
門
人
武
谷
元
立
、
緒
方
洪
庵
の
門
人
武
谷
祐
之
が
居
た
。
こ
れ

ら
の
優
秀
な
多
数
の
西
洋
医
（
藺
方
医
）
の
開
業
医
が
城
下
町
で

な
く
商
家
の
多
い
町
の
中
に
何
故
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
Ｌ

福
岡
の
蘭
学
（
医
学
）

奥
村
武

そ
れ
は
小
野
藺
山
も
絶
賛
す
る
程
の
生
薬
学
者
内
海
藺
渓
が
経
営

す
る
屋
号
蔵
屋
と
い
う
大
き
な
薬
種
商
で
、
同
町
に
く
す
り
の
研

究
所
と
も
云
う
べ
き
、
千
二
百
坪
以
上
も
あ
る
御
薬
園
所
が
藺
方

医
達
の
魅
力
で
あ
り
、
医
師
の
町
の
出
現
す
る
大
き
な
力
で
あ
っ

た
。２

、
生
薬
学
者
内
海
藺
渓

藺
渓
の
三
人
の
娘
の
婿
に
そ
れ
ぞ
れ
、
生
薬
の
薬
効
を
試
験
す

る
た
め
藺
方
外
科
医
阪
巻
文
慶
に
、
御
薬
園
奉
行
肥
塚
小
八
郎

に
、
薬
用
植
物
を
記
録
写
生
す
る
画
工
の
中
村
伊
八
に
よ
っ
て

『
本
草
正
画
譜
三
十
冊
」
藺
渓
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
完
成
し
た
。

こ
の
薬
園
は
藩
の
保
護
を
受
け
、
全
国
の
生
薬
学
者
も
知
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
内
海
家
に
は
名
古
屋
の
生
薬
学
者
大
河
内
存
真
は

長
崎
の
鳴
瀧
塾
留
学
の
帰
途
、
博
多
の
内
海
家
の
薬
園
に
立
ち
寄

り
、
又
西
南
戦
役
の
と
き
軍
医
総
監
松
本
良
順
も
訪
れ
て
研
修
し

た
と
い
う
。

３
、
阪
巻
文
慶
と
阪
巻
道
慶
が
藺
方
外
科
医
塾
を
開
く

博
多
の
医
師
の
町
の
中
に
長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
瀧
塾
よ
り

も
、
又
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の
適
塾
よ
り
も
早
く
蘭
方
外
科
医
塾
が

開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
博
多
が
西
洋
医
学
を
掌
握
し
て
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い
た
こ
と
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
阪
巻
文
慶
が
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
頃
開
塾
し
、
道
慶
が
死
去
す
る
嘉
永
初
年
（
一
八
四

八
）
頃
迄
、
阪
巻
の
藺
方
外
科
医
塾
が
開
か
れ
て
い
た
。
入
門
し

た
医
師
は
入
門
帳
を
見
る
と
近
畿
以
西
が
多
く
、
入
門
の
際
に
医

師
が
守
る
べ
き
道
に
対
し
誓
い
の
言
葉
に
、
入
門
年
月
日
、
住

所
、
氏
名
、
花
押
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
藺
方
医
塾
の
運
営
費

は
内
海
藺
渓
に
よ
る
も
の
と
想
像
で
き
る
。

阪
巻
道
慶
の
没
後
、
百
武
萬
里
が
継
承
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
百
武
塾
に
な
る
と
死
体
解
剖
を
自
宅
で
実
施
、
刑
死
体
の
系

統
解
剖
で
な
く
病
理
解
剖
に
発
展
す
る
。

阪
巻
家
は
家
祖
よ
り
医
師
で
は
な
か
っ
た
。
先
祖
の
理
右
エ
門

は
朝
鮮
の
陣
に
出
陣
し
て
負
傷
し
、
次
郎
右
エ
門
は
天
草
の
陣
で

病
と
な
り
益
々
重
く
な
り
、
そ
の
苦
し
み
を
見
か
ね
た
阪
巻
太
兵

衛
は
医
師
を
志
し
長
崎
に
遊
学
し
、
蘭
方
外
科
術
を
学
び
は
じ
め

て
家
業
と
し
た
。
太
兵
衛
の
妹
、
小
女
郎
は
南
蛮
流
外
科
、
栗
崎

道
悦
の
門
人
、
塚
本
道
庵
の
妻
と
な
る
。
道
庵
の
数
代
後
の
道
甫

は
緒
方
洪
庵
の
門
人
と
な
る
。
道
甫
の
孫
が
塚
本
赴
夫
（
福
岡
大

学
薬
学
部
）
、
憲
夫
（
国
立
東
京
が
ん
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
る
。
道
庵

は
藩
主
黒
田
光
之
の
脱
肛
の
手
術
に
成
功
し
、
黒
田
綱
政
公
よ
り

三
百
石
の
禄
を
受
く
。
こ
こ
に
博
多
の
藺
方
外
科
医
塾
を
報
告
す

ブ
匂
○

（
奥
村
内
科
医
院
・
福
岡
市
博
物
館
協
議
会
委
員
）


